



































































































































































































































































16 17現代文化を読み解くプラクティス 第 1講　現代文化を読み解くということ
ここで、高島俊男さんの議論に基づいて、文と質のお話をすすめていきたい
と思います（高島 2004: 90-91）。まず、衣服を考えてみてください。本来、衣
服は人間の体を保護すればそれで用は足りるわけです。何も模様がない衣服
を「質」と考えてください。質さえあれば、問題はないはずで、着てもおかし
くないはず。だけど、少なくともこの講義にでている方々の多くの衣服は、模
様がかかれたり、絵がかかれていたり、カラフルだったり、あるいはヒラヒラ
なんかがついたりしていて、綺麗に見栄えよくなるよう手が加えられています。
このようにデザインが加えられること、これが「文」です。文には実用性があ
りません。しかし、儒家は質だけだと、人間は動物とあんまり変わらなくなる
と考えて、質だけでなく、文も重要だと考えます。儒家とは、むちゃくちゃ乱
暴に言えば、冠婚葬祭といった儀式の専門家です。儀式こそ、社会にほどこ
された模様、文です。儀式には、実用性はありません。実質のない、完全な「文」
の世界です。しかし、儒家はこれが大事だと考え、人間が「文」を備えた生活
ができるように「化」していかねばならないと考えたそうです。これが文化とな
ります。
　となると、こんなことはいえないでしょうか。私たちは生活をしていくうえで、
いろいろな考え方や立ち振る舞い方を、さまざまな形を通じていつのまにか
身につけています。その考え方や立ち振る舞い方のすべてに、実用性や実質
はないでしょう。文です。こうして、私たちは、文を備えた生活を送っている。
だけど、この生活のなかでの考えや行動は、そのように振舞うように「化され
ている」のかもしれない……と。ここまでくると、後の講義でちょっと触れる
ミシェル・フーコーの議論にもつながってくることでしょう。いずれにせよ、現
代の文化を読み解く際には、こうしたことを考えて検討すべきと思います。
3. 「当たり前」を批判的に捉える
　長 と々文化をめぐって抽象的なお話をしてきました。ここらへんでちょっと
まとめたいと思います。まず、文化の一義的な定義は、難しいですし、むし
ろしないほうがいいでしょう。それよりも、さまざまな意味が絡み合っている
ということを重視したほうがよい。文学、映画、マンガ、あるいは研究論文、
さらにはフォーマル／インフォーマルな教育などなど、実質はともかく、いろ
いろな意味を付与する実践があって、それらがお互いに絡まりあっている。時
には対立しているかもしれない。こうした絡み合いのなかに、考えるべき対
象がある。また、文化の意味の絡まりあいは、私たちが日常生活を送るなか
でも生じているし、このご時勢、国境を簡単に越えてしまうこともある。他方
では、ある種の意味付与の力が、私たちの身体や精神活動などにすら及んで
いる。つまり、私たちの行動や考え方が、ある一定の型にはまるよう「化され
ている」かもしれないと……。
　こうしたお話は、残念ながら、文化というコトバについて、スパッと明快な
定義を与えてくれません。明快なこと、わかりやすいこと、これらは、とても
いいことです。しかし、かならずしも良いことばかりではありません。時とし
ては、非常に重要なことをそぎ落としてしまうことだってあるのです。そもそも、
世の中、そんなにわかりやすく単純だったら、社会問題の解決なんてきわめて
シンプルかつ簡単です。実際、そうではないから、研究者や実務家の人たち
が非常に苦労しています。だけど、人びとは、複雑なものから目をそむけて、
あまりにもわかりやすさを求めています。そして、そのあまりにシンプルかつ
わかりやすい社会像を実現すべく、政策としてやってみたら、もっととんでも
ない状況が出現したなんてこともあります。それはともかく、これまでの話は、
文化の明快な定義の代わりに、文化という日常生活にあふれているものにつ
いての見方、読み解き方のヒントを、今回の講義では、少しだけですがお示
ししたということです。
　しかし、これだけだと、この講義のなかで文化がどのような意味でつかわ
れているのか、不明確だと思われる方もいらっしゃると思います。これまでの
議論を踏まえて、強引ですが、「ある特定集団のアイデンティティの源ともな
りえるような、生活を送る上での工夫であり、かつ私たちの生活での振舞い
や思考をある一定の型へ化すもの」とでも定義しておきます。
　本講義では、この定義の中でも特に「私たちの生活での振舞いや思考をあ
る一定の型へ化す」部分に注目しています。どのように私たちが「化されている
のか」、そしてこれまで「化されてきた」ものとは違った、新たな方向はどこに
あるのかについてのお話が主となります。しかし、「多文化共生」のお話も少し
だけします。多文化共生でいうところの「文化」は、「ある特定集団のアイデン
ティティの源ともなりえるような、生活を送る上での工夫」の意味が強くなって
くることでしょう。すでにお話しましたように、文化にはいろいろな意味が重
なっていることが重要です。したがって、厳密には、強引にまとめた文化の定
義一本やりで考えていくことは難しく、さまざまな意味が重なっていることを
申し添えておきます。
　この講義の冒頭で、この講義では、「常識」といわれているもの／思われて
いるものをあれこれ考えてみるのだと申しました。当たり前のことを、批判的
に捉えるために参考となる講義にしたいと思っています。「批判的」というコト
バを何気なく使ってしまいましたが、誤解されそうなので、ちょっと説明がい
るかもしれません。何かについての否定的な評価、あるいは攻撃としての「批
判」の意味ではなく、ここでは、「よ～く考えてみる」といったニュアンスです。
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そのためには、これまで関心のなかった考え方やものの見方をも取り入れる
ことで、三角測量的に世の中—この講義で文化として捉えているもの—
を見ていくことが必要になってくると思います。
4. お題
　次回は、具体的な事例をとりあげて検討したいと思っています。そのための
参考にしたいので、みなさんにアンケートをとりたいと思います。ここ最近、「日
本の若者は内向きだ」と、メディアが取り上げたり、評論家が指摘しています。
日本の若者があまり海外に行きたがらないといわれているのです。こうした「若
者内向き論」について、皆さんはどう思うのかについて、長文でなくて結構で
すから、お答えください。時間は10分ほど差し上げます。
　書けましたか？　それでは、第1回目の講義はこれで終わりです。おつかれ
さまでした。
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